
図書館へ行こう今月のおすすめ本
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書 館 ☎２４－３５３０　　下岡崎１－１１－１　　開館時間 10：00～ 18：00

☎５２－２４６６　　海老ヶ島２１２０－７　　開館時間 10：00～ 18：00

『おりがみ大全集　完全版』 『あやとり大全集　完全版』

　布や毛糸、古着を使っ
て、小物や服を作ってみ
ませんか。針や編み棒を
使わないので誰でも気軽
に楽しめます。アクセサ
リー、ベルト、バック、
エプロン、マフラーなど、
約30種類の作品の作り
方をイラストで紹介。

　昔から伝わるおり
がみから、動物・虫・
水辺の生き物・鳥・乗
り物・花・植物のお
りがみ、遊べるおりが
み、季節と行事のおり
がみまで、様々な作品
のおり方をカラーの
おり図で紹介します。

　幼い頃に遊んだ懐
かしい日本の伝統あ
やとりや、世界各地の
文化を伝える珍しい
あやとりなど、80作
以上を入門から上級
までレベル別に収録。
わかりやすいプロセ
ス写真で解説します。

ブ タ ト タ 赤ち

▶ 月 （ ） 『 ぎ わた
図書利用カ ドは 有効期限 か

月 ら 指定管理者

主婦の友社／編 野口廣／監修 大月ヒロ子／作　木村愛／絵
『じぶんでつくろう  こどものしゅげい』

　世界と日本の最新
ニュースが一目でわか
る！絶対押さえておき
たい最重要時事を、見
開き２ページ、豊富な
イラストでわかりやす
く解説します。各トピッ
クには関連ホームペー
ジのアドレスも掲載。

『ぐーぐーぺこぺこ』
中村陽子／作絵

　おなかをすかせたお
おかみが、留守番中の
こねこたちを食べよう
と。でも、やんちゃな
こねこたちは言うこと
をききません。すると、
おおかみが子守りをは
じめたと勘違いした森
の動物たちが…。

『【図解】まるわかり時事用語』
ニュース・リテラシー研究所／編著

【新星出版社】 【岩崎書店】

【主婦の友社】 【主婦の友社】 【福音館書店】【福音館書店】

　2010 ～ 2012 年 に
発表されたミステリー
短編を厳選したアンソ
ロジー（選集）。赤川次
郎、有栖川有栖、恩田陸、
東野圭吾などによる、
謎解きの過程を重視し
た本格ミステリー作品
15編を収録します。 【光文社】【光文社】

『驚愕遊園地』
日本推理作家協会／編　赤川次郎／他著

▶時間＝両日とも午後３時～
▶場所＝明野図書館児童室

　また、住所や電話番号が変更になっ
た人は、登録内容を変更してください。
　手続の際は、現住所が確認できる身
分証（保険証・運転免許証・学生証な
ど）を持参の上、本人がカウンターま
でお越しください。

　ブックスタート・スタッフの、赤ちゃ
ん向け絵本読み聞かせ。▶日時＝３月
13 日（木）午後１時 30 分～３時
▶場所＝中央図書館おはなしコーナー

▶３月９日（日）＝『つぎはわたしのば
ん』、『うめぼしさん』　▶３月16日（日）
＝『キリンがくる日』、『くまげらのはる』

図書館イベント情報

　４月１日から、指定管理者による管
理運営が開始されます。館内改装、諸
準備のため、臨時休館日を設けます。
　ご理解ご協力をお願いします。
▶臨時休館＝３月29日（土）・30日（日）

　図書利用カードは、有効期限の１か
月前から更新の手続ができます。

ト

● 赤ちゃん向け絵本読み聞かせ

● 明野図書館おはなし会
● 図書利用カード更新・変更手続

● 臨時休館のお知らせ

３ 月  の  休  館  日
【中央】３・10・17日㊊ /20 日㊍ /

24 日㊊ /29 日㊏～ 31日㊊　
【明野】３・10・17・24日㊊ /

29 日㊏～ 31日㊊　

明野図書館に新しいＣＤ・ＤＶＤが入りました！
『やなせたかしpresents アンパンマンソ
ング傑作集』、『Love Collection ～ pink

～』、『Love Collection ～ mint ～』、『Heart 
Song』、『POPMAN'S WORLD All Time Best 
2003-2013』、『LOVE』、『Diamond In Your 
Heart』、『だ～いすき！のりもののうた』、『ディ
ズニー・ウェディング・セレクション　エター
ナル・ドリーム・オブ・ミッキー・アンド・ミニー』

『オズ　はじまりの戦い』、『うっかりペ
ネロペ　ひとりでできるよ編』 他５編、

『シュガー・ラッシュ』、『特命戦隊ゴーバスター
ズ VS 海賊戦隊ゴーカイジャー　THE MOV
IE』、『スマイルプリキュア！絵本の中はみんなチ
グハグ！』、『映画クレヨンしんちゃん　嵐を呼
ぶ！夕陽のカスカベボーイズ』、『映画クレヨン
しんちゃん　嵐を呼ぶアッパレ！戦国大合戦』

CD

DVD
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図書館の利用方法が
変わって便利になります

中央・明野図書館の開館時間が延長され、
休館日が減ります！
※関城・協和分館は、開館時間・休館日とも現在と変わりません。

全館で貸出冊（点）数が
一部変わります！

　市立図書館（中央・明野図書館、関城・協和分
館）は、平成 26年４月１日から、指定管理者（図
書館流通センター・常総ビル整美共同企業体）に
より管理運営が開始されます。
　次の２点が大きく変わり、図書館が利用しやす
くなります。 問中央図書館　☎２４－３５３０

現　在 ４月１日～
開館時間 午前 10時～午後６時 午前９時～午後７時

休 館 日

①毎週月曜日
　（祝日のときはその翌日）
②年末年始
　（12月28日～１月４日）
③図書整理日
　（中央：毎月第３木曜日）
　（明野：毎月末日）
④特別整理期間
　（年 15日以内）

①毎週月曜日
　（祝日の場合と夏休み期間
　の月曜日は開館）
②年末年始
　（12月28日～１月４日）
③特別整理期間
　（年４日）

変更１

現 在 ４月１日～
図 書 10 冊以内 無制限
雑 誌 ３冊以内 ３冊以内

カセットテープ・ＣＤ ４点以内 ４点以内
ビデオ ４点以内 無制限

ＤＶＤ・絵画 １点 １点
課題図書 １冊 １冊

変更２

問い合わせ
■
筑
西
き
む
ち
協
議
会
に
つ
い
て
…

事
務
局
長　

勝
田　

☎
０
９
０

－

８
７
４
７

－

６
４
６
６

■
ち
く
せ
い
ロ
ケ
シ
ン
サ
ビ
ス（
観
光
課
内
）☎
54

－

７
０
１
３

■
ち

く
タ

グ
に
つ
い
て
…
企
画
課　

☎
内
線
４
９
０

■
ロ
ケ
中
の
１
コ
マ
を

ご
紹
介
し
ま
す
！

★カフェ風メニューで
　　食事を楽しんでもらう工夫も！

　

撮
影
隊
に
「
ロ
ケ
中
の
楽
し
み
は
？
」
と
問
う
と
、
み
な
さ

ん
口
を
そ
ろ
え
て
「
食
事
！
」
と
い
う
答
え
が
返

て
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
撮
影
隊
を
唸う

な

ら
せ
る
の
が
、
ち
く
せ
い
ロ
ケ

シ

ン
サ

ビ
ス
の
「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」
の
精
神
。

　

ロ
ケ
地
で
条
件
が
そ
ろ
え
ば
、
ケ

タ
リ
ン
グ
（
ロ
ケ
地
に
出
向

い
て
食
事
を
配
膳
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
）
で
ロ
ケ
中
の
食
事
が

振
る
舞
わ
れ
ま
す
。
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
撮
影
さ
れ
た
ド
ラ

マ
は
、
硬
派
で
社
会
派
な
ド
ラ
マ
だ
そ
う
で
す
が
、
監
督
の
カ

ト
の
声
が
か
か
り
、
食
事
の
時
間
に
な
れ
ば
み
な
さ
ん
笑
み
が
こ

ぼ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
食
事
部

屋
に
は
筑
西
き
む
ち
協
議
会
加

盟
店
が
腕
に
よ
り
を
か
け
た
温

か
い
食
事
が
ロ
ケ
隊
を
待
ち
受

け
ま
す
。
あ
る
撮
影
ス
タ

フ

に
「
こ
の
業
界
に
20
年
携
わ

て
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い

対
応
は
筑
西
以
外
に
無
い
！
」

と
言
わ
し
め
た
食
事
！
撮
影

隊
だ
け
で
な
く
出
演
者
に
も

大
好
評
で
す
！

　

「
筑
西
き
む
ち
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

」
を
回
り
な
が
ら
、
撮
影
時
の

ケ

タ
リ
ン
グ
の
こ
と
に
つ
い
て

聞
い
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

★暖かい食事を目の前で盛りつけ、
「おもてなし」の心と一緒に手渡します。
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け
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「
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病
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ン
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の
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う
つ
」
の
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ン

子
ど
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対
応

子
ど
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へ
の
対
応

大
人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
に
も

大
人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
に
も

３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

で
す

16

　
　
　

中
学
生
の
４・
６
％
と
い
う

　
　

数
字
は
、
大
人
の
う
つ
病
発
症

　
　

率
に
迫
る
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
は
、
自
分
で
憂
う
つ
な
気

持
ち
に
気
づ
い
た
り
表
現
し
た
り
す

る
の
が
苦
手
な
た
め
、
体
調
や
行
動

に
次
の
よ
う
な
変
化
が
現
れ
ま
す
。

探訪 筑西市の

文化財

　薬師堂本堂は、元の大徳寺（廃
寺）の境内にあり、文明 10 年（1478
年）初代下館城主水谷勝氏が建立
したといわれており、現在の堂宇
は元禄４年（1691 年）の再建と
伝えられています。
　本尊は薬師如来で、往時より「眼
病を癒す薬師様」と呼ばれ親しま
れています。
　本堂は木造欅材入母屋造平屋
銅板葺の三間四面で、四囲を朱色
で塗り、蟇股に十二支の彫刻と正
面に龍の丸彫を配します。
　平面形式で結界を設け、密教本
堂の流れをひいています。建築様
式からその当時のものと推定さ
れ、昭和 51 年に市の文化財とな
り、昭和 59 年に従来の瓦葺を銅
板葺に改修しています。

問 生涯学習課 ☎ ０１８３

市指定文化財（建造物）
　昭和 51 年６月 28 日指定
　江戸時代
　所在地：甲（金井町）

健
康
づ
く
り
課
☎
22
０
５
０
６

問

　

北
海
道
大
学
傳で
ん
だ田
健け
ん
ぞ
う三
先
生
に
よ

る
約
２
万
人
の
小
中
学
生
に
対
す
る

調
査
に
よ
る
と
、
約
２・
６
％
（
小

学
生
１・
６
％
、
中
学
生
４・
６
％
）

が
う
つ
病
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
あ
れ
？
い
つ
も
と
違
う
な
」

に
、
ご
用
心

　

う
つ
病
は
、
誰
も
が
か
か
る
可
能

性
の
あ
る
「
こ
こ
ろ
の
病
気
」
で
、

自
殺
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
に
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
「
う
つ
」
発
症
の
き

か
け
は
、
親
や
友
達
と
の
関
係
や
家

族
と
の
関
係
な
ど
、
様
々
な
要
因
が

あ
り
ま
す
。

【
学
校
の
場
合
】

①
人
間
関
係

友
人
関
係
だ
け
で
な
く
、
担
任
や
部

活
顧
問
と
の
関
係
の
変
化

②
挫
折
体
験

も
と
も
と
自
信
を
も

て
い
る
分
野

で
の
失
敗
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で

す【
家
庭
の
場
合
】

①
両
親
の
不
仲
・
離
婚

②
家
族
の
病
気
や
死

③
母
と
祖
母
の

不
仲

④
兄
弟
姉
妹
間

の
ト
ラ
ブ
ル

薬師堂本堂

◎朝起きられない
◎食欲がない
◎支度に時間がかかる
◎イライラすることが増える
◎原因不明の体調不良が続く
◎好きなものも楽しめなくなる
◎勉強に集中できない
＊あくまでも目安です。長く続く場合はまず小
児科へ、異常がなければ児童精神科への相談も
検討してみてください。

　

眠
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
た
め
息

が
目
立
つ
よ
う
に
な

た
…
。
あ
な

た
の
周
り
の
人
が「
い
つ
も
と
違
う
」

と
き
、
ま
ず
は
声
を
か
け
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
せ
ん
か
？

①
子
ど
も
へ
の
関
わ
り

話
を
聞
く
、
つ
ら
さ
を
理
解
す
る

②
ス
ト
レ
ス
や
負
担
を
取
り
除
く

環
境
を
調
整
す
る

③
専
門
的
治
療

カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
や
薬
の
使
用

※
ま
ず
は
、
普
段
の
様
子
を
知

て

い
る
か
か
り
つ
け
の
小
児
科
に
行
く

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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　■１年間、このコーナーを担当した市民記者の感想を紹介します

　

不
安
だ
ら
け
で
市
民
記
者

に
な
り
、
文
章
を
書
く
難
し

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
し
か

し
、「
新
た
な
出
会
い
を
チ

ン
ス
と
思
い
自
分
自
身
の
糧

に
し
て
」
と
後
押
し
を
い
た

だ
き
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

素
敵
な
人
た
ち
と
出
会
え
て
、

生
涯
学
習
だ
な
と
感
じ
て
い

ま
す
。
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気

な
筑
西
市
を
願

て
い
ま
す
。

竹内  啓子さん（舟生）

　

人
口
減
少
が
大
き
な
課
題

に
な

て
き
ま
し
た
。
毎
年

１
，
０
０
０
人
も
の
市
民
が

減
少
し
て
お
り
、
少
子
高
齢

化
が
進
み
そ
う
で
す
。
紙
面

を
通
し
、
子
ど
も
た
ち
の
心

を
育
む
こ
と
が
で
き
た
ら
と

思
案
し
て
い
ま
す
。
魅
力
の

あ
る
住
み
や
す
い
ま
ち
に
つ

い
て
、
市
民
の
声
を
探
し
に

ま
ち
を
歩
い
て
い
ま
す
。

小石川 功さん（飯島）

　

早
い
も
の
で
市
民
記
者
に

な
り
２
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

や

と
筑
西
市
の
歴
史
や
風

習
に
つ
い
て
勉
強
し
よ
う
と

い
う
心
の
余
裕
が
で
き
て
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
な

行
事
や
ボ
ラ
ン
テ

ア
活
動

に
参
加
し
、
人
と
人
と
の
触

れ
合
い
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

風見 うた子さん（小川）

　

私
は
今
年
度
、
新
治
郡

衙
・
廃
寺
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
。
市
内
に
は
、
普
段

何
気
な
く
見
過
ご
し
て
い
て

も
、
私
た
ち
の
生
活
に
関
係

の
深
か

た
古
跡
が
多
数
あ

る
は
ず
で
す
。
こ
れ
ら
を
見

い
出
し
て
み
な
さ
ん
に
紹
介

し
て
い
く
こ
と
で
、
郷
土
を

深
く
知
り
愛
す
る
糧
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

横山  浩也さん（蓮沼）

　

ア
ル
テ
リ
オ
10
周
年
と
い

う
節
目
の
と
き
に
記
事
を
書

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市

内
の
出
来
事
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
み
な
さ
ん
に
お
伝
え

す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
き
ま

し
た
が
い
か
が
だ

た
で

し

う
か
。
た
く
さ
ん
の
人

が
記
者
を
経
験
し
、
文
化
の

薫
る
豊
か
な
ま
ち
に
な

て

い
く
こ
と
を
願

て
い
ま
す
。

荒井 みさをさん（中舘）

　

市
民
記
者
に
な

て
、
１

ペ

ジ
を
与
え
ら
れ
た
責
任

は
重
い
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。「
市
民
目
線
で
市
民
に

向
け
た
市
民
の
た
め
の
情
報

提
供
」。
こ
れ
が
で
き
た
ら

役
目
は
果
た
せ
た
の
か
な
と

思
い
ま
す
。

　

明
る
く
元
気
な
記
事
が
書

け
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
祈

て
く
だ
さ
い
。

望月 美佐子さん（上西郷谷）

　

こ
の
１
年
間
、
市
民
記
者

活
動
を
通
し
て
得
た
こ
と
は
、

私
に
と

て
大
き
な
出
来
事

ば
か
り
で
し
た
。
貴
重
な
人

た
ち
と
の
出
会
い
や
体
験
が

私
の
後
押
し
と
な
り
、
自
信

が
つ
き
、
ひ
と
回
り
大
き
く

な

た
気
が
し
ま
す
。
関
係

し
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感

謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

中島  定衛さん（門井）

　

合
併
す
る
以
前
に
、
町
主

催
の
町
民
大
学
を
受
講
し
、

町
の
歴
史
と
と
も
に
様
々
な

分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
人

た
ち
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

今
度
は
市
民
記
者
と
し
て

の
取
材
を
通
し
、
ど
ん
な
情

報
を
得
ら
れ
る
の
か
楽
し
み

で
あ
り
、
こ
の
紙
面
を
通
し

て
み
な
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
れ

ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

栗原  敬子さん（上野）
　

市
民
記
者
の
仲
間
に
入
れ

て
い
た
だ
き
、
す
ば
ら
し
い

先
輩
方
に
出
会
い
ま
し
た
。

様
々
な
分
野
で
活
動
さ
れ
る

姿
勢
と
パ
ワ

に
圧
倒
さ
れ
、

大
変
勉
強
に
な

た
幸
せ
な

１
年
で
し
た
。
今
年
は
私
の

好
奇
心
で
捉
え
た
「
我
が
ま

ち
筑
西
」
の
魅
力
を
存
分
に

お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴木 よし子さん（小川）

　

み
な
さ
ん
が
何
に
関
心
を

持

て
い
る
の
か
悩
み
ま
す
。

取
材
を
通
し
、
筑
西
市
を
少

し
で
も
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
、

ボ
ラ
ン
テ

ア
活
動
を
通
し

役
に
立

て
い
る
人
が
多
く

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
活
動
の
紹
介
や
、
み

な
さ
ん
が
元
気
で
笑
顔
の
出

る
よ
う
な
記
事
が
書
け
れ
ば

と
思

て
い
ま
す
。

武藤  州輝さん（小川）

市民記者のページ


